
検査中使用する薬剤・処置に伴い、いくつか確認事項がございます。

♛大腸カメラの流れ

　１．診　　察

　２．検査前日
食事は21時までに済ませ、検査まで何も召し上がらないで下さい。

但し水分は、適宜飲んでいただいて結構です。

指示された下剤を飲んでいただきます。

　３．検査当日

そのため検査を受ける前に、一度診察を受けていただきます。

治療中の薬剤がある場合は、お薬手帳をお持ち下さい。

大腸カメラは、腸内をきれいにするため、下剤や腸管洗浄剤を飲む

必要があります。基本自宅で飲んでいただきますが、不安のある方、

75歳以上の方は、基本前日に入院していただいております。

１）薬剤は、診察時の指示に従って下さい。

例；高血圧の薬は服用して下さい。

例；糖尿病治療薬やインスリンは検査当日は中止して下さい。

例；血液をサラサラにする、抗血栓薬については、かかりつけ医

あるいは診察時の医師の指示に従って下さい。

２）大腸カメラは、検査中鎮静剤を使用します。車やバイク・自転車

　での来院はおやめ下さい。交通事故などの危険を避けるためです。

３）検査手順　　　　　　　

①AM6時から腸管洗浄剤を飲んでいただきます。

②便の清浄状況を、確認させていただきます。

③鎮静剤を使用するための、点滴をさせていただきます。

④検査衣に着替えていただきます。化粧、時計・指輪等の金属類は

　除去していただきます。

⑤検査台に横になり、血圧計等のモニターをつけます。

⑥鎮静剤を注射します。（希望される方）

⑦大腸カメラをお尻から挿入します。

⑧個人差はありますが、20～30分程度で終了します。

　４．検査終了後

　組織を採取した場合は、結果まで7～10日かかることをご了承下さい。

１）鎮静剤を使用された方は、検査終了後、リカバリールームで安静に

　していただます。（最低1時間）

（ポリープを切除された方は、入院になります）

２）安静終了後、血圧等を確認し、問題なければ、食事や薬剤の開始時間

　を説明させていただきます。

３）次回の診察日・時間を確認させていただきます。


